
平成２２年度決算検査報告に掲記した事項等の総件数は５６８件である。

指摘金額は計４２８３億８７５８万円であり、このほかに問題があるとして取り上げた事態

の背景金額が２６件についてある。この内訳は次のとおりである。

左記の掲記件数のうち
事 項 等 掲 記 件 数 指 摘 金 額

背景金額を掲記した件数

○収 ２２件 ２５億９００６万円 －

不 当 事 項 ○支 ４０３件 １１５億５１１６万円 －

４２５件 １４１億４１２２万円 －

意 見 を 表 示 し 又 は
処置を要求した事項

○収 ２件 ４億８５４７万円 －
34条関系

○支 １６件 ２７億２８８５万円 ２件

34条及び36条関係 ○支 ６件 ２０７億４２２１万円 ４件

○収 ４件 ６９億１４５７万円 １件
36条関係

○支 ４８件 ３５０４億２５６９万円 １４件

７６件 ３８１２億９６７９万円 ２１件

○収 ４件 ３億５０５９万円 １件
本院の指摘に基づき
当局において改善の ○支 ５０件 ３３４億４８７４万円 ４件
処 置 を 講 じ た 事 項

５４件 ３３７億９９３３万円 ５件

○収 ３２件 ＜３０件分＞
１０２億４１７５万円

○支 ５２３件 ＜５０８件分＞
指 摘 事 項 計 ４１８１億４５８３万円

＜５３８件分＞
５５５件 ４２８３億８７５８万円

国会及び内閣に対する
報 告 （ 随 時 報 告 ） １０件

国会からの検査要請
事 項 に 関 す る 報 告 １件

国会からの検査要請事
項に関する検査状況 １件

特 定 検 査 対 象 に
関 す る 検 査 状 況 ６件

＜５３８件分＞
総 計 ５６８件 ４２８３億８７５８万円

（注１）○収 は収入に関するもので、○支 は支出等に関するものである。

（注２）金額は１万円未満を切り捨てているので、集計しても合計額と一致しない場合がある。

（注３）「意見を表示し又は処置を要求した事項」及び「本院の指摘に基づき当局において改善の処置を講じた事項」には、

指摘金額と背景金額の両方があるものが計９件あり、背景金額のみの指摘が計１７件ある。

（注４）「不当事項」と「意見を表示し又は処置を要求した事項」の両方で取り上げているもの及び「不当事項」と「本院の

指摘に基づき当局において改善の処置を講じた事項」の両方で取り上げているものがあり、それぞれその金額の重複分

を控除しているので、各事項の金額を集計しても計欄の金額とは一致しない。

（注５）「国会及び内閣に対する報告」のうち５件は「意見を表示し又は処置を要求した事項」として掲記しており、その件

数が重複している。

（注６）「総計」欄の掲記件数は、上記（注６）の重複分（５件）を控除している。


